






























































































字種（総画数） 正答率 誤答率 無答率 誤字率
鼻（１４画） 32 21 17 30
唱（１１画） 47 21 32 0
無（１２画） 49 17 32 2
様（１４画） 49 23 17 11
輪（１５画） 49 15 19 17
潟（１５画） 49 43 6 2
候（１０画） 51 28 17 4
辞（１３画） 52 29 19 0
悪（１１画） 52 36 6 6
寒（１２画） 56 27 11 6
巣（１１画） 56 30 8 6
種（１４画） 60 14 26 0
鳴（１４画） 62 3 9 26
類（１８画） 62 15 23 0
達（１２画） 68 30 2 0
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４画目から９画目の間違い ２％ ２％ ４％
10画目から15画目までの間違い ７％ 30％ 37％











































　 正答率 誤答率 無答率 誤字率
４月８日調査（A４用紙に31字） 58％ 35％ ７％ ０％
８月29日追調査①（磁石筆とマグネットボード） 67％ 33％ ０％ ０％
８月30日追調査②（調査用紙　A４用紙に１字） 96％ ４％ ０％ ０％
図６　追調査②の児童のメモ書き
図７　３回の調査で誤答だった児童の漢字
４月調査 追調査① 追調査②
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６　研究の成果と今後の課題
　⑴　研究の成果
　今回の研究の調査では，まず，学年別漢字配当表で示されている学年で学習した漢字が，高学年になっても習熟され
ていない漢字が存在すると確認できた。その漢字の分析から，児童の漢字の習熟に影響している漢字の要素として総画
数や特殊な点画の組み立ての構造が関係している可能性を明らかにした。その中で誤答率が高かった「悪」について追
調査した結果，「悪」の「亜」部分の漢字の組み立てが児童の習熟に関係していると明確になった。今回の調査は，
「悪」について行ったが，同様の傾向が「悪」以外の漢字にも存在すると推測する。
　では，どのように指導をしていけばよいのだろうか。指導者は，児童が習熟しにくい漢字があることを念頭におく必
要があり，総画数９画以上の漢字や「悪」のような点画の組み立てに特殊な構造を持つ漢字の指導には，「大きく」
「ゆっくり」漢字を書く時間を確保することが，最低限必要であると考えられる。「大きく」「ゆっくり」を学級の児童
全員に一斉に指導するには，今回調査で使用した磁石筆やマグネットボードなどが有効であると言える。
　さらに，特殊な構造を持つ漢字については，最初に学習する学年で細部まで丁寧に指導し完全に習熟しなければ，間
違えた構造のまま覚えてしまいその後正しい構造に変更することが難しい可能性があることも，指導者として知ってい
る必要があるだろう。また，高学年以外の担任も，低学年や中学年で学習した漢字の点画の組み立ての構造や漢字の意
味理解が，高学年での漢字学習に生きてくることを意識しながら指導する必要があると考える。
　⑵　今後の課題
　今回の研究の調査対象とした字種は35字だったが，字種の吟味に菅野ら2)の先行研究の分析をさらに加えて，調査対
象字種を増やす必要がある。特に，「悪」のような点画の組み立てに特殊な構造を持つ漢字の特定は，指導方法を確立
する上で有益であると考える。
　調査方法については，吟味が必要であった。「はな」という出題について，単に「はな」とだけしか出題しなかった
ため，「鼻」「花」のどちらを記入すればよいのか児童に指示がなかった。熟語形式もしくは文章形式で出題すべきで
あった。
　児童が習熟しにくい漢字16字（正答率が70％未満の漢字）の中からさらに４字にしぼって分析考察を行った。他の12
字についても，引き続き分析を続け習熟しにくい漢字をさらに明らかにしていく必要がある。
　今回の研究では，追調査②で磁石筆を使用したが，磁石筆を使って具体的な指導をしていない。今回明らかになった
習熟しにくい漢字について磁石筆を使用した指導方法について今後検討していきたい。
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